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４.今後の事業展開（担当課としての提案）
平成22年度の事業の方向性

実施計画事業

行政改革事業事業区分 課長コメント

事務事業

バスロケーション バス優先レーン及 バス優先レーン及

システムの導入 び公共車両優先シ び公共車両優先シ

ステムの導入検討 ステムの導入検討

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

10,700 0 0

10,700 0 0

0.68 0.68 0.68

0.00 0.00 0.00
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